
居
住
し
た
所
で
あ
る
。

ト
ノ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ

殿
山
妓

閥
均
制
中
島
の
東

北
丘
陵
に
在
っ
て
、

一
に
熊
木
城
と
も
い
う
た
。
越

程
到
三
州
芯
放
雄
考
に
、
施
…
木
院
中
且
川
村
領
に
あ
る

を
殿
山
城
と
呼
び
、
城
主
熊
木
将
監
が
之
に
厨
た
と

あ
る
。ド

パ

シ

土

橋

金

持

妹
吻
厳
町
と
材
木
町
と
の

凶
惣
併
刷
に
架
け
た
締
で
、
上
土
俗

・
下
土
総
の
問

所
に
あ
っ
た

o
a賂
砲
に
、
音
は
土
俗
で
あ
っ
た
か

ら
こ
の
名
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
今
は
常
の
仮
俄

で
あ
る
と
記
す
る
。
明
治
隠
語
の
後
惣
構
焔
を
出
陣
し

た
お
に
、
小
さ
な
協
と
な
っ
た
。

協
へ
て
ゐ
る
。

ト
ノ
コ
マ
ス
斗
子
升

隊
長
十
年
卯
月
の
文
政

一

に
、
定
納
及
び
日
米
を
以
る
に
斗
子
升
を
用
ふ
る
こ

一

と
を
定
め
、
従
来
の
京一
升
(
菊
判
升
u
を
脱
し
た
。
又

一

斗
子
升
の
十
仰
を
鉛
る
も
の
に
斗
升
の
あ
っ
た
こ
と

一

は
、
『
斗
升
肌
斗
子
升
』
と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ

一

る
。
斗
子
升
は
斗
升
に
封
す
る
小
升
で
あ
る
か
ら
、

一

ト
ノ
コ
マ
ス
と
訓
む
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
諸
市
町
に

一

斗
艇
升
と
都
い
て
あ
る
の
は
、
斗
子
を
ト
ネ
と
校
訓

一

し
た
お
か
と
思
は
れ
る
。
斗
子
升
の
容
脱
の
一
石
は

一

覧
文
の
新
京
升
の
一
石
=
一
升
に
相
抗
し
た
か
ら
、
六

一

六
立
方
す
三
六
七
三
九
七
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。

一

ト
ノ
ザ
マ
ノ
ヲ
ト
コ

殿
様
の
男

滞
政
時
代
に
、
一

ト
パ
フ
シ
ミ
ノ
タ
主
力
ヒ

鳥
羽
伏
見
の
桜

町

出

能
管
の
一
部
で
十
五
般
に
な
っ
た
百
姓
を
い
う
た
。

一
郎
三
年
十
二
月
前
純
雄
徳
川
随
喜
は
、

一
旦
京
を
去

こ
の
年
院
か
ら
一
年
二
升
の
鍬
米
を
十
村
に
出
す
を

一
っ
て
大
坂
に

F
っ
た
が
、
衆
刊
附
し
て
君
側
の
好
を
除

嬰
し
、
夫
役
も
成
人
揃
に
抑
せ
ら
れ
た
o

一
く
べ
き
で
あ
る
と
な
し
、
四
年
ハ
明
治
-
苅
U
正
且
二
日

ト
ノ
ダ
キ

殿
爾
河
北
部
正
部
谷
に
在
る
。
高

一
加
賀
滞
の
宮
北
川
先
兵
衛
治
郎
を
招
き
、
務
侯
前
町

さ
三

O
米

・
制
一
米
で
あ
る
が
、
そ
の
水
仙
を
附
加

一
隣
町
a

に
奥
ふ
る
訟
を
慌
し
、
奴
三
日
合
律

・
桑
名
こ

す
る
悶
は
二
米
倣
に
な
る
こ
と
も
あ
る
o
下
杭
は
森

一
滞
を
先
制
削
と
し
て
捜
し
た
の
で
、
腕
締
以
下
鳥
羽
・

下
川
に
入
る
。

一
伏
見
雨
誼
を
謹
白
、
四
日
に
奈
っ
て
之
を
取
返
し
た
。

ト
ノ
ノ
カ
ヲ
チ

殿
ノ
垣
内

石
川
柑
釘
光
の
一

一
こ
の
日
加
到
滞
の
郎
山
汲
河
と
北
村
太
左
衛
門
は
、

部
で
、
市
へ
若
林
長
門
の
応
住
し
た
所
と
い
ふ
。

一
伏
見
に
盗
っ
て
戦
泌
を
凱
旋
し
た
が
、
共
に
疏
丸
に

ト
ノ
マ
チ

殿
町

金
持
の
町
名
。

十
刷
問
の
束

一
中
っ
て
死
ん
だ
。
阪
に
し
て
民
喜
の
裂
が
滞
に
謹
し

方
に
辿
刺
刺
し
て
ゐ
る
が
、滞
政
時
代
に
殿
町
は
武
家
、
一
た
か
ら
、
臨
場
は
直
に
徳
川
氏
を
助
け
て
艦
長
を
滋

十
附
町
は
町
家
の
在
る
別
で
あ
っ
た
。
名
抑
制
の
附
衆

一
け
ん
と
欲
し
、
六
日
町
世
牢
出
兵
を
命
令
し
た
。
凶
つ

は

詳

か

で

な

い

。

一

て

九

日

に

京

り

部

者

を

定

め

、
村
弁
又
兵
衛
長
在
を

ト
ノ
マ
チ

殿
町

金
械
の
都
町
名
。
滞
政
時
代

一
第
一
際
、
前
凶
土
佐
守
直
信
を
第
二
隊
、
前
出
知
香

に
郭
光
寺
の
後
な
る
井
上
氏
の
邸
地
は
、
大
型
寺
侠
一
学
放
を
第
三
隊
と
し
て
、
阪
次
征
諸
に
上
ら
し
め
る

刷
出
利
粉
が
旧
制
慨
し
て
ゐ
た
師
別
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

一
こ
と
に
定
め
た
。
こ
の
際
そ
の
非
な
る
こ
と
を
設
〈

町
を
般
向
と

い
う
た
と
併
へ

る
。
然
ら
ば
こ
の
殿
町

一
も
の
も
あ
っ
た
が
、
騎
此
の
柏
田
に
脳
ら
れ
た
る
滞
更

は
今
の
凶
丸
町
で
あ
る
。

一
等
の
耳
を
制
く
る
も
の
な
く
、
十
日
村
井
際
先
づ
金

ト
ノ
ヤ
カ
タ

殿
舘
河
北
郡
南
森
一
卜
に
在
っ
て
、
一
搾
を
設
し
、
十
二
日
そ
の
先
鋭
は
越
前
の
長
崎
に
入

総
問
小
三
郎
岳
信
・そ
の
子
山
中
人
・大
間
の
相
出
嗣

い
で
一
っ
た
。
こ
の
時
滞
は
徳
川
氏
の
敗
退
し
た
こ
と
を
略

ト
ノ
ー
ー
ト
ヒ

知
っ
て
居
た
と
思
は
れ
る
が
、
し
か
も
十
日
に
歪
っ

て
向
日
つ
泌
雄
を
敢
行
し
た
も
の
は
、
徳
川
氏
の
敵

を
院
長
で
あ
る
と
誤
信
し
た
る
と
、

一
は
鹿
山
中
が
間
出

寝
に
封
じ
先
に
獄
契
し
た
信
義
を
重
ん
じ
た
に
よ
る

と
思
は
れ
る
。
然
る
に
十
二
日
開
探
安
左
衛
門
房
泌

が
、
前
田
内
磁
太
孝
鋭
の
命
に
よ
り
鳥
羽
・伏
見
の

職
報
を
践
す
に
及
び
、
徳
川
躍
が
錦
旗
に
箆
抗
し
て

朝
敵
の
名
を
到
う
た
と
の
郁
貨
を
得
た
る
を
以
て
、

乃
ち
断
乎
そ
の
提
携
を
断
ち
、
直
に
越
前
路
に
入
っ

た
先
鈴
を
召
還
し
、
時
い
で
朝
廷
の
お
に
粉
骨
際
心

し
て
徴
忠
を
致
さ
ん
と
の
窓
を
上
疏
す
る
に
主
っ

た
。ト

バ
ヤ
シ

古
川
。

外
林

山
口
湖
南
三
郷
に
日
幽
す
る
部

ド
ヒ
イ
へ
ツ
グ
土
肥
宗
次
辺
都
左
京

・
四
郎

左
術
門
。
末
森
城
主
土
肥
但
泌
が
、
前
倒
利
家
の
命

に
よ
hJ
、
浅
野
左
近
の
後
家
を
婆
っ
て
生
ん
だ
も

の
。
是
を
以
て
家
次
の
義
兄
で
あ
っ
た
背
山
州
国
後
長

正
門
佐
渡
吉
次
の
養
子
U

は
、
そ
の
領
一
同
四
千
七
百

五
十
石
の
中
六
百
石
を
疲
後
家
次
に
配
分
し
た
。
市
山

治
元
年
授
。

ト
ピ
ガ
Z
ネ

諺

ヶ

峰

H
h
ピ
グ

河
北
郡
白
河

山
と
そ
の
前
山
な
る
中
，
平
山

と
の
聞
に
在
る
。
高

さ
一
二

O
米
除
、鹿
さ
一

O
O平
方
米
貯
の
岩
石
で
、

大
地
の
南
側
に
立
ち
、
形
放
鳥
の
啄
む
に
似
る
。

ト
ヒ
コ
セ
ツ
キ
ユ
ウ
デ
ン

郡
部
古
利
亜
日徳

一

加
。
前
回
綱
紀
が
山
本
出
右
衛
門
を
京
都
方
一
同
へ
訟

は
し
て
、
利
家
の
事
邸
内
#
鴻
を
命
じ
た
際
、
寺
院
に

就
い
て
制
査
し
た
結
果
を
暫
上
げ
た
も
の
で
、
森
閃

平
次
の
秘
笈
鍛
お
に
牧
め
て
あ
る
。

ト
ピ
サ
カ

飛

摂

河

北
郡
問
中
僚
か
ら
抽
出
，
谷
の

部
務
に
至
る
坂
山
問
。

ド
ヒ
シ
，ケ
ツ
グ

土
肥
茂
次

活
相
桝
は
伊
激
。
柳
令

期
の
役
に
戦
死
し
た
土
肥
但
Mm
鋭
認
の
酬
明
。
奥
村
永

一
耐
の
奥
カ
と
し
て
末
森
城
外
縦
郭
の
守
符
で
あ
っ
た

が
、
実
正
十
二
年
佐
々
成
政
に
攻
際
せ
ら
れ
た
時
奮

闘
し
て
峨
残
し
た
。

ド
ヒ
チ
カ
ザ
ネ
土
肥
親
居
眠
辺
勝
但
服
。
本
姓

平
氏
。
能
鷲
末
森
城
主
で
四
流
布
を
節
し
た
が
、
い

づ
れ
の
時
か
ら
そ
こ
に
町
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

天
正
四
年
イ
月
上
移
謙
信
の
能
を
に
入
っ
た
時
、
別

由
民
と
和
し
て
途
を
山
聞
か
し
め
、
七
年
地
弁
m
M
除
等
が

越
将
鯵
坂
長
れ
を
追
う
て
七
賂
械
を
奪
う
た
時
亦
之

と
好
を
逝
じ
た
。
同
年
長
辿
加
の
兵
を
率
ゐ
て
羽
咋

郡
政
波
に
入
っ
た
時
、
親
由
民
は
又
之
と
協
力
せ
ん
こ

と
を
求
め
た
が
、
辿
加
は
彼
の
反
則
世
判
的
な
き
を
知
っ

て印
刷
み
な
か
っ
た
か
ら
、
親
震
は
自
ら
束
。
溺
L
、

筑
を
納
れ
て
僅
か
に
許
さ
れ
る
こ
と
を
得
た
。

後
前

田
利
家
の
能
管
に
入
る
に
及
び
之
に
仕
へ
、
命
に
よ

っ
て
利
家
夫
人
の
姪
に
し
て
浅
野
左
近
の
後
家
で
あ

っ
た
者
を
婆
っ
た
。
米
守
股
と
い
は
れ
る
も
の
是
で

あ
る
。
親
提
天
正
イ

一
年
柳
e
潮
の
役
に
峨
波

L
、

四
郎
左
衛
門
家
次
嬰
ぎ
、
そ
の
義
子
は
背
山
佐
神
山
吉

次
の
後
を
受
け
て
間
後
長
正
と
な
っ
た
。

ト
ピ
ヅ
カ

飛

塚

河

北

加

川
，H
叫
に
あ
る
。
一

に
長
者
塚
と
も
い
ふ
。
加
賀
志
微
に
、
長
者
塚
の
別

蹴
あ
る
に
凶
っ
て
考
へ
れ
ば
、
飛
援
は
山
H
M

塚
の
枇
で

あ
ら
う
と
す
る
。

ド
ヒ
ト
モ
チ
カ
土
肥
知
周
辺
務
庄
兵
衛
。
元

政
入
年
父
武
燦
助
丞
の
也
知
二
百
四
十
石
を
綴
ぎ
、

組
外
に
班

L
、
次
い
で
衣
小
務

・
御
使
番
よ
り
漸
〈

昇
越
し
て
定
番
頭
に
ま
り
、
亭
保
四
年
百
石
、
九
年

二
百
石
を
加
へ

、
十
二
年
氏
を
土
肥
と
改
め
、
見
延

元
年
八
且
入
日
七
十
蹴
を
以
て
奴
し
た
。

ト
ピ
ヤ
マ

怠
山

川
れJ

ピ
河
北
郡
狩
胤
野
の
部

wm
か
ら
東
北
に
在
る
山
。
一
品
さ
一
一
一
一
一
一
米
。
地
質
第
一
=

五
九
五


